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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。相談業務の案内

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )

（弁護士が法的な見解等を助
言 )

4月13 日（金）、27日（金）
5月11 日（金）、25日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

5 月 17 日（木）
10 時～ 12 時

大平隣保館 2 階相談室 /☎(43)6611
0120-46-7830

4 月 16 日（月）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

4 月 24 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

5 月 22 日（火）
10 時～ 12 時

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

4 月 19 日（木）
10 時～ 12 時

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

4 月 3 日 ( 火 )、17 日 ( 火 )
9 時～ 12 時

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館 / 社会福祉協議会大平支所
☎ (43)0294

〇宅地建物相談 ( 事前に要予約 )
( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談 )

4 月 20 日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般の相談 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

入舟庁舎 /
消費生活センター☎ (23)8899

○合同相談
( 行政相談・人権相談 )

4月10 日（火）、24日（火）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

5 月 17 日（木）
10 時～ 12 時

大平総合支所 1 階 相談室 /
大平市民生活課☎ (43)9211

4 月 11 日（水）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

4 月 24 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 大会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

5 月 22 日（火）
13 時 30 分～15 時 30 分

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

4 月 19 日（木）
13 時 30 分～15 時 30 分

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

大平隣保館☎ (43)6611
0120-46-7830

厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○いじめ相談電話
月～金曜日 9 時～ 17 時
※土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外
は留守番電話 ･FAX

本庁舎 /
青少年育成センター☎ (24)0667
FAX (21)2690

○青少年相談
( 非行問題・不登校など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 / 青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○ドメスティック・バイオレン
ス相談 ( 配偶者等からの暴力 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 /
子育て支援課☎ (21)2229

○障がい児者相談
( 福祉サービスの利用・障がい
を理由とする差別・合理的配
慮及び虐待防止に関する相談 )

月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

本庁舎 /
障がい児者相談支援センター ( 障がい
福祉課内 ) ☎ (21)2235、(21)2236、
(21)2208 FAX (21)2682

○就労支援相談(事前に要予約)

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時
( ※祝日を除く )

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時
( ※祝日を除く )

大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191
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マ
ル
チ
商
法︵
連
鎖
販
売
取
引
︶に
注
意

子
育
て
中
の
母
親
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
『
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
あ
り

ま
す
か
？
』（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
子
育
て
総

研
Ｈ
26
）
に
よ
れ
ば
、
母
親
の
半
数
以

上
が
孤
独
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
60
％
以

上
が
「
今
は
仕
方
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
子
育
て
は
母
親
の
仕
事
』
な
ど
と
い
っ
た
「
社
会
的
な

思
い
込
み
」
や
、
核
家
族
化
、
単
身
赴
任
、
人
間
関
係
の
希

薄
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
社
会
環
境
の
変
化
」
が
、
子
育
て
の

責
任
を
母
親
一
人
に
背
負
い
込
ま
せ
る
「
孤
育
て
」（
孤
独

な
子
育
て
）と
い
う
現
象
を
生
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
孤
育
て
」
に
よ
る
母
親
の
心
身
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

る
と
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
な
が
っ
た
り
、
母
親
を
自
殺

へ
追
い
詰
め
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

子
育
て
は
母
親
だ
け
で
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
今

は
仕
方
な
い
」
と
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
親

族
や
友
人
の
協
力
を
得
た
り
、
地
域
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
児
童
館
と
い
っ
た
、
子
育
て
を
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

母
親
が
子
育
て
に
幸
せ
を
感
じ
、
笑
顔
で
い
る
家
庭
で
こ

そ
、
子
ど
も
も
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
課　
☎

(21)
２
４
９
０

『
新
規
会
員
を
増
や
す
と
儲
か
る
』
な
ど
と
言

わ
れ
商
品
を
購
入
し
、
友
人
や
知
人
な
ど
を
連
鎖

的
に
勧
誘
す
る
こ
と
で
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
り
か
ね
な
い
「
マ
ル
チ
商
法
（
連
鎖
販
売
取

引
）」。
人
間
関
係
を
気
に
し
て
、
断
れ
ず
に
陥
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
よ

う
で
す
。

︻
事
例
︼友
人
か
ら
突
然
、電
話
が
あ
り「
新
し
い
タ
イ
プ
の
儲
け
話
が
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー

会
場
に
一
緒
に
行
か
な
い
か
。」
と
誘
わ
れ
、
契
約
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
友
人

と
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に
出
向
い
た
。
そ
の
会
場
で
既
に
富
を
得
て
い
る
人
の
話
を
聞
き
、
友

人
が
一
緒
に
始
め
よ
う
と
言
う
の
で
、投
資
用
教
材
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
日
、
投
資
用
教
材
ソ
フ
ト
の
代
金
が
56
万
円
、
会
員
登
録
料
が
１
万
円
と
高
額
な
の

に
驚
き
、
友
人
に
契
約
す
る
の
を
や
め
た
い
と
話
し
た
と
こ
ろ
、「
何
が
不
安
な
の
？
一

緒
に
富
を
得
よ
う
。」
と
説
得
さ
れ
契
約
し
た
。
代
金
は
消
費
者
金
融
で
「
フ
リ
ー
タ
ー

で
月
収
18
万
円
」
と
話
す
よ
う
借
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
証
券
会
社
で
取
引

口
座
を
開
設
す
る
た
め
に「
未
上
場
会
社
の
役
員
」と
記
載
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。「
人

を
勧
誘
し
て
契
約
に
至
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
を
得
ら
れ
る
」
と
契
約
時
に
説
明
さ
れ
た
が
、
解

約
し
た
い
。

マ
ル
チ
商
法
の
被
害
は
友
人
・
知
人
か
ら
勧
誘
さ
れ
た
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
人
を

勧
誘
す
れ
ば
元
が
取
れ
る
。」「
儲
か
れ
ば
資
金
を
借
金
し
て
も
一
括
で
返
済
で
き
る
。」

と
う
ま
い
話
を
さ
れ
ま
す
が
、
儲
け
は
出
ず
、
借
金
が
返
せ
な
く
な
り
事
態
が
悪
化
し
て

い
き
ま
す
。

契
約
を
解
除
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
間
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

                         
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
（
入
舟
庁
舎
内
）　
☎
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８
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今月の注目情報

　本市の国民健康保険や後期高齢者医療に加入し人間ドック等を受診される方
へ、疾病の早期発見及び健康の保持増進を図るため、費用の一部を助成します。

申込種別　一般ドック（日帰り・宿泊）及び脳ドック（日帰り）
受診期間　６月１日 ( 金 ) ～平成 31 年３月 31 日 ( 日 )
対象
○国民健康保険の 35 歳以上の被保険者で、国民健康保険税に未納が無く、特定
健診を受診しない方
○後期高齢者医療の被保険者で、後期高齢者医療保険料に未納が無く、健康診査
を受診しない方
検診機関　とちぎメディカルセンターとちのき、西方病院、獨協医科大学病院、
自治医科大学付属病院、大岡メディカルクラブ、慶友健診センター、宇都宮記念
病院、栃木県保健衛生事業団、佐野厚生総合病院（国保のみ）、佐野医師会病院、
佐野市民病院、済生会宇都宮病院
助成額　ドック費用の２分の１相当額（千円未満切捨、年度内１人１回、３万円
を限度）※医療機関で助成額を差し引いた自己負担額を支払いください。
定員
　国民健康保険　９２０人　　後期高齢者医療　１５０人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれも抽選制）

受診方法
助成が決定した方には、５月下旬に市より「人間ドック検診券」を郵送します。
その後は、申請書に記入した検診機関にご自分で直接予約をし、検診券と被保険
者証、自己負担額分の検診代金などをお持ちのうえ、受診してください。
※市外に転出した場合や、国民健康保険の方が検診を受ける前に他の健康保険に
加入した場合は、助成の対象となりません。また、特定健診（健康診査）と重複
して受診した場合は、助成金を返還していただきますのでご注意ください。
申込
所定の申請書に必要事項を記入押印（シャチハタ不可）のうえ、次の申込先へ申
請してください。申請書は、保険医療課、各総合支所の市民生活課、各地区公民
館（大宮・皆川・吹上・寺尾・国府）、市ホームページにあります。
申込期間　４月 24 日 ( 火 ) ～５月７日 ( 月 )（必着）

申込先
○窓口　保険医療課または各総合支所市民生活課
○郵送　〒 328-8686（住所不要）栃木市役所　保険医療課あて 
○ FAX  (21) ２６７９
　　　　　　　　　　　　問 保険医療課　　国民健康保険　　☎ (21) ２１３１　
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　後期高齢者医療　☎ (21) ２１３７

 国民健康保険・後期高齢者医療被保険者の方へ
　　　　　　　　　　　　　人間ドック費用一部助成の申請受付のご案内


